
大腸癌研究会プロジェクト研究 
『穿孔性大腸癌の治療成績の研究（多施設共同レジストリー研究）』 

第 4 回プロジェクトミーティング 議事録 
 
 

日時：2024 年 7 月 11 日（木） 9：00～9：30 
会場：名古屋コンベンションホール 4 階 409 室 
出席者：（五十音順・敬称略・Zoom 参加含む） 
委員長：山本 聖一郎 
委員：稲田涼（吉岡 貴裕 代理出席）、金光 幸秀（高見澤 康之 代理出席）、 

小竹 優範、佐村 博範、諏訪 宏和、高野 祥直（河村 英泰 代理出席）平木 将之、 
廣川 高久、船橋 公彦、本郷 久美子、虫明 寛行、山岸 茂 

オブザーバー：江本 成伸、岡村 亮輔、鏡 哲、、坂本 一博、澤田 紘幸、 
白石 壮宏、白鳥 広志、髙島 順平、十朱 美幸、中尾 詠一、中守 咲子、濱田 円、 
南角 哲俊、長谷川 誠司、山本 高正、 

事務局：金谷 泰宏、茅野 新、藤森 まや 
 
 
議題 
1) 前回議事録の確認を行った。 

当初の予定よりも少し遅れたが、東海大学倫理委員会での中央一括審査がなされ
たこと、登録方法に関する検討がなされたこと、今後のスケジュールを確認した。 
 

2) 前回からの進捗について報告を行った。 
 
・2024 年 1 月 各施設長の実施許可取得依頼 
・2024 年 2 月 共同研究施設への FileMaker アンケート実施  
・2024 年 5 月 共同研究施設へ症例登録用 FileMaker、操作マニュアル配布 
   希望施設に Excel 版を配布 
・２０２4 年 7 月末 症例データファイルの提出〆切としているが 

8 月末頃まで延長予定を考えている  
 

3) 症例登録 提出状況について（２０２４年７月 11 日時点） 
・4 施設（東大、厚生連高岡病院、杏林大学、東邦大学）から 計 67 症例の提出を
いただいていることを報告した。 
 
共同研究期間 20 施設から 15～20 例程度の症例登録があればと考えている。 
また、症例の多そうな施設に個別に声をかけることも検討している。 
今回の代表者会議でも呼びかけを行い、取りこぼしのないようにしたい。 
 
今後登録いただく施設におかれては、ファイルメーカーの無料試用版のダウンロード
対応の場合は試用期間が限られているためデータを準備してからダウンロードをお



願いしたい。エクセル版は希望施設にお送りする。 
 
 
【フロアからの質問について】 
・病理の対応表、定義について → 今後、確認し皆様にご連絡します。 
・「緊急入院」のバイタル入力の定義について  

→ 入院と手術が同じ日、あるいは翌朝など２４時間以内の手術を想定している 
    ・自由記載の欄でのコメントなど活用いただきたい。 
    ・不明点などはご相談ください。 
 
4) 事務局の紹介を行った。 

臨床薬理学 金谷泰宏教授（ファイルメーカー、Excel 作成、統計データの解析） 
消化器外科学 茅野新准教授（全体の研究進行） 
消化器外科学 事務 藤森まや 
 

5) 今後のスケジュールについて説明をした。 
・2024 年７月１２日 

研究協力機関として会員施設への症例登録呼びかけ。 
共同研究施設は増やさず、プロトコル改訂は行わない予定 

    ・2024 年８月末  
症例登録締切予定 

・２０２４年秋      
データのクリーニング作業、クエリー対応 

・2025 年 1 月：第 5 回プロジェクトミーティング  
（第 102 回大腸癌研究会・大分）  

以上 


